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音楽とデータサイエンスの邂逅。そこから生まれる大きな可能性を探求するために、

滋賀大学（滋賀県彦根市、学長 竹村彰通）と国立音楽大学（東京都立川市、学長 梅

本実）は令和５年７月２８日（金）に連携協定を締結しました。 

 

今年 4 月、国立音楽大学では、データサイエンス（DS）を主軸とした科学的な手法

により音楽分析を行う新コース「音楽データサイエンス・コース」を、日本で初めて開

講しました。一方、滋賀大学は、2017 年にデータサイエンス学部を日本で初めて創

設し、日本の DS 教育をけん引してきました。この度、「音楽データサイエンス・コー

ス」の開講を知った滋賀大学が国立音楽大学にアプローチをして協定締結に至りまし

た。 

データサイエンスの応用分野は多岐にわたりますが、その領域分野に関する深い知

識・経験と結びついたときに、データの分析にとどまらない大きな価値創造が行われま

す。今後は双方の大学教員を互いに招いて、ゲスト講師として学生に講義を行うことな

どを予定しています。また、研究面でも交流を進めて参ります。 

国立音楽大学ではデータサイエンス分野の教育研究について、音楽に特化した日本

で初めての教育プログラムにより、理系的センスを学び、持ち前の音楽センスを生かし

た音楽データサイエンティストを養成します。データサイエンスの手法により、経験と

勘に頼りがちであった演奏やトレーニングに演奏科学の視点を導入し、教育・研究に大

きな成果をもたらすことが期待されています。また、滋賀大学では、国立音楽大学が保

有する膨大な音楽領域データにより、今までにない知見を得ることが可能となります。

データサイエンス×アートは正解がなく、これからの可能性が大きい分野です。従来の

機械学習は正解や物差しがある世界でしたが、ＡＩの普及・進化により正解のない世界

が広がっています。データサイエンス×アートは答えのない世界に乗り出す第一歩で

あり、新しい領域を切り開く、今までとは異なった知性です。社会実装においても新し

い可能性が広がります。滋賀大学では生成ＡＩについて、秋学期より新しい講義を開講

します。 

国立音楽大学と滋賀大学の知見と実践的プログラムが加わって、双方に化学反応が

起きることにより、時代が求める新たな知の領域を広げていきます。  
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音 楽 と デ ー タ サ イ エ ン ス の 邂 逅 
滋賀大学と国立音楽大学が連携協定を締結しました 



  国立大学法人滋賀大学と国立音楽大学との 

連携及び協力に関する協定 締結発表会次第 

日時：令和５年７月２８日（金）１４時００分～1５時００分 

会場：文部科学省 12 階 記者会見室 

 

１ 開 会 

 【 出席者紹介 】 

   国立大学法人滋賀大学 

    学長                  竹 村  彰 通 （たけむら あきみち） 

理事・副学長              渡 部  雅 之 （わたなべ まさゆき） 

    データサイエンス学部長         椎 名  洋 （し い な  よ う） 

    データサイエンス学部教授        市 川  治 （い ち か わ  お さ む） 

    データサイエンス学部教授        深 谷  良 治 （ふ か や  り ょ う じ） 

国立音楽大学 

    学長         梅 本  実 （う め も と  み の る） 

副学長            神 部  智 （か ん べ  さ と る） 

音楽学部准教授              三 浦  雅 展 （み う ら  ま さ の ぶ） 

音楽学部准教授 濵 野  峻 行 （は ま の  た か ゆ き） 

２ ご挨拶 

国立音楽大学 梅本学長 

国立大学法人滋賀大学 竹村学長 

３ 連携協力に関する協定書への署名 

４ 両校の取組 

  ア）音楽データサイエンス・コースの紹介   三浦 雅展 

  イ）生成 AI に関する講義の紹介        市川   治 

５ 質疑応答 

６ 写真撮影 

７ 閉会 

 

 



滋賀⼤学データサイエンス学部の新規講義 (2023年10⽉開講）
「データサイエンス特論B（⽣成AIの理論と活⽤）」ご紹介
• Stable Diffusion や ChatGPT などで注⽬されている⽣成AIを教

える講義を新規に開講する
• これまでの学部カリキュラムで教えてきた機械学習は，分類問

題や回帰問題といった正解ラベルを⽤意した教師あり学習や，
クラスタリングや異常検知といった教師無し学習が主流であっ
た。⼀⽅で、⽣成AIは⾃分⾃⾝を教師とした⾃⼰教師あり学習
によってモデル内部に潜在表現を獲得することに特徴がある。
さらに、その潜在表現から、画像・⾳声・テキストといった
データを出⼒する仕組みを備えることに特徴がある。
• この講義では前半を「理論編」と位置づけ、⽣成AIの背後にあ

る理論的な枠組みを教える。また後半を「活⽤編」と位置づけ、
⽣成AIを使⽤して実際の課題を解く演習を⾏う。

「データサイエンス特論B（⽣成AIの理論と活⽤）」シラバス詳細

理論編
第２回 ⽣成AIを⽀える理論（全6回）

(Key word) Transformer, ⾃⼰注意機構, 注意機構, Encoder-Decoder, 系列変換器, 埋め
込みベクトル, AutoEncoder, VAE, 拡散モデル, 敵対的⽣成ネットワーク,  CLIP, , 
PyTorch, wave2vec2, 対照学習

〜
第７回

第１回 ガイダンスと⽣成AIの活⽤事例紹介

活⽤編
第８回 ⽣成AIの活⽤実習（全4回）

LLM を使⽤して課題レポート作成, 論⽂調査,志望理由書の作成,アイデアの可視化のた
めのメディアデザイン,絵本作成（創作）〜

第１１回

第１５回 ⽣成AIにまつわる諸問題
(Key word)著作権,個⼈情報,差別, ディープフェイク, プライバシー, セキュリティ

第１２回 成果物発表会 （+ ゲスト講義）
活⽤実習のまとめ
- ⽣成AIが真実を語っていると鵜呑みにしない姿勢
- AIにやらせる部分と⼈間が関与する必要がある部分の判断

〜
第１４回

国立大学法人滋賀大学



国立音楽大学

AIの基礎。サイエンス基礎
AIの応⽤。機械学習を使って
レコメンドシステムの構築を学ぶ。
脳波を⽤いた⾳楽制作など。

研究の実施。⾳楽データ分析，
レコメンドシステムの開発と評価など。

卒業研究（いわゆる卒論）

⾳楽データサイエンス関係
の⺠間企業での実習。

研究ディスカッション

⾳楽データサイエンスコースの紹介
数理・データサイエンス・AI教育を軸とし、21世紀の情報社会をささえるデータサイエンスを学び、⾳楽情報の
みならず情報産業⼀般の知識を⾝につけ、⾳楽データ配信企業、情報産業で活躍できる知識と技術を⾝につける。
さらに演奏科学の視点を取り⼊れ、演奏を科学的かつ客観的に理解できる技術を⾝につける。

特徴
•近年注⽬を浴びているデータサイエンス分野の教育研究について，
⾳楽に特化した⽇本で初めての教育プログラムである。
•理系的センスを学び，持ち前の⾳楽センスを⽣かした⾳楽データサイ
エンティストを養成する。
•複数の提携企業とのコラボにより，機能的なインターンシップを実現
する。
•演奏科学の視点を導⼊し，⾳楽を科学的に理解できる⼒を⾝に着ける。
• ⾃らの演奏に対する⾳響を分析する⽅法を学ぶ。

•想定する⼈物像：
• ⾳楽を客観的・科学的視点で⾒つめる学びをしたい⼈。
• ⽂系の⼈で⾳楽に対する姿勢が実践的⾳楽の枠にとどまらない⼈。
• 理系の⼈，SSH出⾝の⼈。
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